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【はじめに】PM2.5 の時間･空間分布を把握するため，対馬から利尻に展開した全国 14 地点でエアロゾルの

同期観測を実施した。このうち，2012 年 1 月 10 日～16 日に西日本を中心とする広域で観測された PM2.5 高

濃度イベントにおける PM2.5 中の炭素成分の挙動について考察した。 

【観測方法】観測は、対馬、太宰府、隠岐、松江、京丹後、東大阪、大津、立山、富山、佐渡、新潟巻、埼

玉の 12 地点で，PM2.5/PMc/OBC自動測定機(紀本電子工業(株)PM-712))を用いてPM2.5 質量濃度の自動連続観

測を行った。炭素成分は、FRM2025（Thermo Electron製）で石英ろ紙を用いて採取したPM2.5 を熱分離光学

補正法、Improveプロトコルで分析した。観測の時間分解能は遠隔地(下線)が 12 時間，それ以外の都市域が 6

時間である。後方流跡線解析はNOAA HYSPLIT MODELを使用した。 

【結果及び考察】観測期間中の PM2.5 質量濃度１時間 

値は，図１に示すように対馬、太宰府、隠岐、松江、東 

大阪で 10～11 日と 13～14 日に 35μgm-3を超過した。大 

津では 11 日に 35μgm-3を超過し、13～14 日は 35μgm-3 

超過はなかったが、小さなピークがみられた。どちらの 

期間においても対馬、太宰府でピークが見られた 8～10 

時間後に東大阪でピークが見られた。後方流跡線は主に 

遼東半島、朝鮮半島を経由しており、大陸からの広域移 

流の影響を受けている可能性が示唆された。図２に 10 

日正午を起点とする後方流跡線図を示す。 

 11 日 12:00～17 日 0:00 の OC 濃度の経時変化を図３ 

に、EC 濃度の経時変化を図４に示す。質量濃度上昇が 

見られた 13～14 日に対馬、太宰府、松江、隠岐では OC、 

EC濃度も同様の上昇が見られた。対馬と隠岐は周辺に大気汚染の発生源がほとんどないことから、OC、EC

濃度の上昇は広域移流の影響によるものであり、特に対馬は大陸に近いため、隠岐と比較して濃度上昇が大

きかったと考えられた。太宰府、松江は対馬、隠岐と比較してOC、EC濃度は高く、広域移流に加えて地域汚

染の影響があったと推測された。一方、14 日に 35μgm-3を超過した東大阪ではOC、EC濃度とも濃度上昇は

なく、一方 13 日 0 時等広域移流の影響とは無関係と考えられる濃度ピークがみられることから、この２成分

については広域移流の影響が及ばず地域汚染の影響が大きいと考えられた。 
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図１ PM2.5 の経時変化 

図３ OC 濃度の経時変化 

図４ EC 濃度の経時変化 
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図２ 2012 年１月 10 日 

正午起点の後方流跡線図 

 


